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１ 目的 

「第二次北九州市健康づくり推進プラン（平成 30 年度～）」及び、「第三次北九州市食育推進計画

（令和元年度～）」の計画期間が令和 5 年度に終了するため、現計画の進捗状況の評価及び次期計画

策定のための基礎資料を得ることを目的に実施。 

 
２ 実施期間 

令和４年１０月１日～３１日 

 
３ 実施方法 

（１）対象 

日本国籍をもつ市民 10,000 人（住民基本台帳から年代別に無作為抽出） 
 
（２）回答方法  

郵送回答またはインターネット回答 
 
（３）郵送及び回収状況 

年齢 発送数(人) 有効回収数(人) 有効回収率(％) 

0～6 歳（未就学児）※ 800 
1,600 651 40.7 

7～12 歳（小学生）※ 800 

13～18 歳（中高生等） 1,200 1,200 319 26.6 

19 歳・20 歳代 1,600 

7,200 2,272 31.6 

30 歳代 1,300 

40 歳代 1,100 

50 歳代 1,100 

60 歳代 1,100 

70 歳代以上 1,100 

合 計 10,000 3,242 32.4 

※0～6 歳（未就学児）及び 7～12 歳（小学生）は保護者による回答 

 
４ 調査分野 

〇 基礎項目  （年齢、性別、身長・体重、家族構成、職業、収入など） 

〇 健康づくり （健康管理、運動、栄養・休養、睡眠、喫煙、飲酒、歯・口腔など） 

〇 食育     （食生活、食の安全、地産地消など） 
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５ 調査結果（概要） 

（１）健康意識・健康管理 

①回答者の体格 

「肥満（BMI：25.0 以上）」は 40～49 歳の男性で最多、「やせ（BMI：18.5 未満）」は 19～29 歳の

女性で最多である。 

 
回答者のＢＭＩ値（性別・年代別） 

 

 
肥満（BMI：25.0 以上）の割合は経年比較すると、男女ともに、平成２３年から令和４年の１１年間、

平成２８年から令和４年の６年間で、有意に増加している。 

 
回答者の肥満割合（BMI：25.0 以上・経年比較） 
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②血圧測定の頻度 

「週に 1 回以上測っている」は 19～29 歳を除き、年代が上がるにつれて増加しており、男女いずれ

も 75 歳以上の後期高齢者が最も多い。 
 

血圧測定の頻度（性別・年代別） 
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③生活習慣病予防のために実践していること 

生活習慣病予防のために実践していることについて、「栄養バランスや量」が 47.9％、「薄味や塩分

を控える」が４２．７％、「食事の時間帯」が３３．８％となっている。 

 
生活習慣病予防のために実践していること（性別・年代別、複数回答） 

 

 

  



5 

④健康診査の受診状況 

調査日より 1 年以内の健康診査の受診状況については、65 歳以上の高齢者より、未受診の割合が

上がる。 
 

健康診査の受診状況（性別・年代別） 
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⑤健康診査を受けない理由 

30～40 歳代では「時間がとれなかったから」や「面倒だから」、「費用がかかるから」、65 歳以上で

は「必要な時はいつでも医療機関を受診できるから」の割合が高い。 
 

健康診査を受けない理由（性別・年代別、複数回答） 
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656 25.8 25.2 23.0 21.2 19.7 17.2 13.4 9.8 6.6 5.5 4.4 2.1 12.0 4.3

男性計 211 23.2 18.0 18.5 21.3 14.7 17.1 12.8 11.8 4.3 6.6 4.3 1.9 13.7 4.3

　19～29歳 34 8.8 14.7 17.6 35.3 17.6 2.9 32.4 17.6 - 14.7 2.9 2.9 8.8 8.8

　30～39歳 19 10.5 10.5 31.6 21.1 31.6 5.3 26.3 15.8 10.5 10.5 5.3 - 10.5 -

　40～49歳 17 11.8 5.9 29.4 29.4 17.6 11.8 5.9 5.9 11.8 - - 11.8 17.6 5.9

　50～64歳 40 7.5 22.5 32.5 15.0 17.5 15.0 10.0 7.5 5.0 5.0 2.5 - 17.5 7.5

　65～74歳 64 32.8 26.6 9.4 17.2 9.4 21.9 6.3 10.9 4.7 7.8 6.3 1.6 12.5 -

　75歳以上 36 47.2 11.1 8.3 19.4 8.3 30.6 5.6 13.9 - - 5.6 - 16.7 5.6

女性計 438 26.9 28.8 25.1 21.2 21.7 17.1 13.7 8.7 7.5 4.8 4.3 2.1 11.4 4.3

　19～29歳 56 8.9 10.7 19.6 19.6 39.3 8.9 37.5 3.6 7.1 3.6 5.4 5.4 12.5 12.5

　30～39歳 77 10.4 19.5 39.0 26.0 45.5 5.2 29.9 6.5 3.9 3.9 5.2 1.3 11.7 3.9

　40～49歳 49 8.2 36.7 44.9 34.7 22.4 12.2 4.1 12.2 12.2 8.2 - 4.1 12.2 2.0

　50～64歳 86 25.6 46.5 30.2 29.1 19.8 16.3 7.0 10.5 10.5 5.8 4.7 1.2 7.0 1.2

　65～74歳 93 38.7 37.6 17.2 17.2 8.6 22.6 4.3 10.8 10.8 3.2 5.4 2.2 11.8 -

　75歳以上 77 55.8 15.6 6.5 5.2 2.6 32.5 5.2 7.8 1.3 5.2 3.9 - 14.3 9.1
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⑥がん検診の受診状況 

調査日より 1 年（胃がん検診・乳がん検診・子宮頸がん検診については 2 年）以内のがん検診の受

診状況については、男性は年齢が上がるとともに受診率も上がり、女性は40歳代をピークに低下傾向

にある。 
 

がん検診の受診状況（性別・年代別） 
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⑦がん検診を受けない理由 

「忙しくて時間がとれないから」は男女ともに 30～64 歳で 3 割半ばから 4 割近く占めている。 

 
がん検診を受けない理由（性別・年代別、複数回答） 
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1,248 27.9 25.2 24.7 14.8 12.3 11.3 10.6 8.3 3.6 3.0 1.4 20.3 7.0

男性計 546 28.9 29.1 23.4 19.4 13.2 12.8 13.6 5.9 3.1 1.1 2.0 16.1 6.0

　19～29歳 101 18.8 19.8 14.9 20.8 19.8 39.6 9.9 - - 1.0 - 10.9 5.9

　30～39歳 99 23.2 37.4 27.3 26.3 8.1 23.2 16.2 4.0 2.0 1.0 1.0 7.1 7.1

　40～49歳 73 27.4 43.8 35.6 17.8 8.2 2.7 12.3 5.5 1.4 1.4 1.4 12.3 6.8

　50～64歳 127 33.1 30.7 36.2 19.7 8.7 2.4 16.5 8.7 1.6 1.6 1.6 14.2 6.3

　65～74歳 107 43.9 28.0 12.1 15.9 16.8 0.9 12.1 10.3 6.5 - 4.7 23.4 4.7

　75歳以上 39 17.9 2.6 2.6 10.3 23.1 2.6 12.8 5.1 12.8 2.6 5.1 46.2 5.1

女性計 692 27.2 22.1 25.7 11.0 11.7 10.1 8.2 10.3 4.0 4.3 1.0 23.6 7.5

　19～29歳 133 25.6 28.6 25.6 15.0 12.8 18.8 15.8 3.8 0.8 5.3 - 12.0 13.5

　30～39歳 107 27.1 30.8 36.4 19.6 6.5 25.2 9.3 6.5 0.9 4.7 - 8.4 5.6

　40～49歳 69 27.5 21.7 36.2 5.8 13.0 7.2 5.8 10.1 4.3 5.8 - 18.8 2.9

　50～64歳 145 29.7 27.6 35.9 8.3 6.9 2.1 4.8 15.9 2.1 4.1 0.7 20.7 2.8

　65～74歳 139 30.2 14.4 15.8 6.5 18.0 2.9 6.5 15.8 7.9 5.0 3.6 37.4 5.0

　75歳以上 98 21.4 7.1 6.1 10.2 13.3 6.1 6.1 7.1 9.2 1.0 1.0 42.9 15.3

全　体

性
・
年
代
別
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（２）栄養・食生活 

①朝食を食べる頻度 

ほぼ毎日朝食を食べる割合は、子どもについては、ほぼ変化はないが、年代が上がるにつれて増加

している。 

経年比較すると、未就学児は前回調査と変わらないが、小学生・中学生については、前回調査よりや

や低下がみられた。20～30 歳代については、ほとんど毎日食べる人の割合が男女ともに減少してお

り、ほとんど食べないが有意に増加している。 

 

朝食を食べる頻度（年代別） 
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朝食を食べる頻度（年代別、経年比較） 
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②バランスのよい食事の頻度 

ほぼ毎日、2 回以上そろえて食べている割合は、43.1％と前回（43.7％）とほぼ横ばいであった。ま

た、20～30 歳代では、そろえて食べる日がほとんどないと回答したものは 19.2％で、前回（12.7％）

より増加した。 

バランスの良い食事の頻度（性別・年代別） 

  
20 歳以上のバランスのよい食事の頻度（経年比較） 
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③バランスのよい夕食を食べる頻度 

ほぼ毎日バランスのよい夕食を食べている割合は、各年代いずれも、平成 28 年と令和 4 年で比較

すると、有意に減少している。 

 
バランスのよい夕食の頻度（年代別、経年比較） 
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④野菜を食べる頻度 

20 歳以上の野菜を食べる頻度を性別で経年比較すると、「1 日 2 回以上食べている」は女性では平

成 28 年度・令和 4 年度ともに 39.2％の横ばいで、男性は平成 28 年度（27.6％）から令和 4 年度

（21.7％）で 5.9 ポイント低下している。 

 
野菜を食べる頻度（年代別） 

 

 
 

20 歳以上の野菜を食べる頻度（性別、経年比較） 
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⑤1 日 350ｇ以上の野菜の摂取状況 

1 日の目標量 350ｇに対して足りないと思うと感じている者が男女とも 30 歳代で約 9 割である。 

 
1 日 350ｇ以上の野菜の摂取状況（性別・年代別） 

 
 

⑥食塩摂取の目標量の認知状況 

生活習慣病予防のための 1 日の食塩摂取量の目標量を知っているものは 39.8％と前回 56.6％と

比較し、大幅に減少した。 

 
食塩摂取の目標量の認知状況（経年比較） 
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⑦減塩意識 

「控えている」+「どちらかといえば控えている」は、年代が上がるにつれて増加しており、75 歳以上

の後期高齢者が最も多い。 

 
減塩意識（年代別） 
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⑧ゆっくりよく噛んで食べている者の割合 

30 歳代、40 歳代、50 歳代では『よく噛んで食べていない』が、約 6 割であった。 

 ふだんゆっくりよく噛んで食べている人の割合は前回の 47.1％に対し、今回 44.7％であった。 

 

ゆっくりよく噛んで食べているか（年代別） 

 

 
ゆっくりよく噛んで食べているか（経年比較） 
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⑨外食や市販の弁当、総菜の利用頻度 

外食や市販の弁当、総菜の利用頻度で経年比較すると、「ほとんど毎日利用している」、「週に 2～3

日利用している」が有意に増加しており、「ほとんど利用しない」は、有意に減少している。 

 
外食や市販の弁当、総菜の利用頻度（経年比較） 

 

 

⑩食品表示の確認頻度 

食品を選ぶとき、表示を確認している者の割合は、年代が上がるとともに増加している。 

 
食品表示の確認頻度（年代別） 
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⑪栄養成分表示を参考にしているか 

食品購入の際に栄養成分表示を参考にしている者の割合は、年代が上がるとともに増加している。 

 
20 歳以上の栄養成分表示を参考にしているか（年代別） 

 
 

⑫食品購入時に栄養成分表示等を参考にしている者 

食品購入の際に栄養成分表示を参考にしている者の割合は 46.0％と前回（58.6％）に比べ、減少

している。 

 
20 歳以上の栄養成分表示を参考にしているか（経年比較） 
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⑬食品を購入する際に重視すること 

食品を購入する際に重視する点として、価格や鮮度、おいしさ、好みと答えた人が半数以上であり、

栄養価を重視する人の割合は 24.2％であった。 

 
食品を購入する際に重視すること（性別・年代別）（性別・年代別、複数回答） 
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（３）食育 

①食育への関心度 

食育に関心のある者の割合は、令和４年度は 74.8％であり、前回調査 77.9％（平成 29 年度）と比

べやや減少している。 

 

食育への関心度（年代別） 

 
 

食育への関心度（経年比較） 
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②1 日の全ての食事をひとりで食べる者の割合 

1 日の全ての食事をひとりで食べる頻度では、ほとんどないが 59.7％で、前回（73.2％）と比較し、

減少しており、「ほとんど毎日」が前回 4.5％から 17.8％へ上昇している。 

 
20 歳以上の 1日の全ての食事を 1人で食べる頻度（経年比較） 

 

 

③家族と一緒に朝食を食べる頻度（20 歳以上） 

家族と一緒に朝食を食べる頻度について、20 歳代では 63.5％が家族と一緒に朝食を食べる頻度

が週 1 回以下。30 歳代から 50 歳代の子育て世代において、ほとんど毎日家族と一緒に朝食を食べ

る者の割合も約 3 割となっている。 

 

家族と一緒に朝食を食べる頻度（年代別） 
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④朝食を食べない理由（20 歳以上） 

朝食を食べない理由には、「食べないことが習慣になっている」が 39.7％で最も高く、「食べる時間

がない」、「食欲がない」の順となっている。 

 
20 歳以上の朝食を食べない理由（複数回答） 

 

 

⑤北九州市内産や福岡県産の購入状況 

市内産、県内産を購入している割合は、年代が上がるにつれて増加している。 

 
20 歳以上の北九州市内産や福岡県産の購入状況（年代別） 
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⑥産地や生産者を意識して農林水産物・食品を選んでいるか 

産地や生産者を意識して農林水産物・食品を選んでいる者の割合は、年代が上がるとともに増加し

ている。 

 
20 歳以上の産地や生産者を意識して農林水産物・食品を選んでいるか（年代別） 

 

 

⑦農林漁業体験への参加 

この 1 年間に農林漁業体験をした者の割合は、小学生で 31.5％であった。 

 
農林漁業体験への参加（年代別） 
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⑧季節や地域の行事食の喫食状況 

季節や地域の行事食を食べる者の割合は、全体で約 6 割であり、一番多い割合が小学生で 71.3％

であった。 

 
季節や地域の行事食の喫食状況（年代別） 

 
 

⑨郷土料理や伝統料理を食べる頻度 

 
郷土料理や伝統料理を食べる頻度（年代別） 
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⑩食文化を受け継いでいるか 

料理や味、食べ方・作法等を受け継いでいる者の割合は、性別で比較すると、女性が多い傾向にあ

る。 

 

食文化を受け継いでいるか（性別） 

 

 

⑪食事を自分で準備しているか 

ふだんの食事を自分で準備している男性（20 歳以上）の割合は 14.4％で、女性は 43.4％である。

自分で食事を準備していない男性は約 4 割である。 

 

食事を自分で準備しているか（性別） 
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⑫生ごみを減らすために行っていることについて 

20 歳以上の生ごみを減らすための行動の有無でみると、「行っている」は 92.0％と約 9 割を占め

ている。 

 

20 歳以上の生ごみを減らすための行動の有無 

 

 

20 歳以上の生ごみを減らすために行っていること（複数回答） 
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⑬環境に配慮した農林水産物・食品の選択 

環境に配慮した農林水産物・食品を選んでいる者の割合は 20 歳以上で、47.9％であった。また、

どのようなものを選択しているかについては、「国産のもの」「近隣の地域で生産・加工されたもの」が多

かった。 

 
20 歳以上の環境に配慮した農林水産物・食品の選択 

 

 

20 歳以上の環境に配慮して選んでいる農林水産物・食品（複数回答） 

 

 
⑭食品の安全性に関する基本的な知識 

食品の安全性に関する基礎的な知識があると思うものは 72.3％であった。性別では、女性が男性

と比較し、20.3 ポイント高い。 

 
20 歳以上の食品の安全性に関する基礎的な知識（性別） 
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⑮健康な食生活の妨げとなっているもの 

健康な食生活の妨げとなっているものとして、「面倒くさいこと」（33.1％）、「仕事が忙しくて時間がな

いこと」（31.3％）、「金銭的に余裕がないこと」（22.2％）の順に多かった。 

 

20 歳以上の健康な食生活の妨げとなっているもの（複数回答） 

 

 
⑯災害時に備えた非常用の食料の準備状況 

災害の備えについて、食料と飲料の両方を用意している世帯は、24.9％であり、まったく用意してい

ないが 44.2％であった。 

 

20 歳以上の災害時に備えた非常用の食料の準備状況 
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（４）身体活動・運動 

①身体活動の頻度・時間 

「週に 1 日以上、30 分以上運動する人」は約 6 割いる。 

 
身体活動の頻度（性別・年代別） 
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（５）休養・こころの健康 

①睡眠・休養について 

睡眠による休養について、「不足しがちである」+「とれていない」者の割合は男女ともに 30 歳代で

最も高く、男女ともに 5 割半ばとなっている。 

 
睡眠による休養の状況（性別・年代別） 
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経年で比較すると、20 歳以上の睡眠による休養が十分とれていない割合が有意に増加している。 

 
20 歳以上の睡眠による休養が十分とれていない者の割合（性別、経年比較） 
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（６）喫煙 

①喫煙状況 

喫煙者の割合を経年比較すると低下傾向で、特に 20 歳代男女や 30～40 歳代女性は下がってい

る一方、30～40 歳代男性の喫煙者の割合は年々増加している。 

 
喫煙率（経年比較） 
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②受動喫煙の機会 

20 歳以上の非喫煙者のうち、日常生活で受動喫煙の機会が多いのは、「路上」、「家庭」、「職場（学

校）」の順となっている。 

 
20 歳以上の非喫煙者が受動喫煙を受ける機会（複数回答） 

 

 

経年比較すると、平成２３年から令和４年の１１年間、平成２８年から令和４年の６年間で、「家庭」や

「飲食店」、「職場（学校）」すべてで、有意に減少している。特に飲食店は健康増進法の改正もあり、大き

く低下している。 

 

20 歳以上の受動喫煙を受ける機会を有する者の割合（経年比較） 
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（７）飲酒 

①飲酒の頻度・飲酒量 

20 歳以上男性の、週に 1 日以上 1 日の基準量の 2 倍以上飲酒する割合について、経年で比較す

ると、平成２３年から令和４年の１１年間、平成２８年から令和４年の６年間でみると、有意に増加してい

る。 

年代別でみると、50～64 歳が最も高い割合で推移しており、平成 28 年度から令和 4 年度にかけ

て、3.6 ポイント増加している。なお、65～74 歳（前期高齢者）の割合が最も増加しており、平成 28 年

度から令和 4 年度にかけて 8.7 ポイント増加している。 

 
20 歳以上男性の週に 1日以上・１日の基準量の２倍以上飲む割合（年代別、経年比較） 
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20 歳以上女性の、週に 1 日以上 1 日の基準量以上飲酒する割合について、経年で比較すると、平

成２３年度から令和４年度の１１年間で、有意に増加している。 

平成２８年から令和４年の６年間では、65 歳以上の女性の割合が有意に増加している。 

年代別でみると、平成 28 年から令和 4 年にかけて、65～74 歳（前期高齢者）では 16.1 ポイント増

加、75 歳以上（後期高齢者）では 23.5 ポイント増加している。 

 
20 歳以上女性の週に 1日以上・１日の基準量以上飲む割合（年代別、経年比較） 
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（８）歯と口腔の健康 

①歯肉に炎症所見を有する者 

歯ぐきが赤くはれて血が出たりぶよぶよしたりすることが「ある」+「時々ある」者の割合は、20 歳代

は平成２８年から令和４年の６年間で、有意に減少しているが、50～64 歳男性は 5 割前半を占める。 

 
歯肉に炎症所見を有する者の割合（性別・年代別） 

 
 

20～29 歳における歯肉に炎症所見を有する者の割合（経年比較） 
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②残存歯数 

女性の方が残存歯数は多く、64 歳以下のすべての年代で「24 本以上」が 7 割半ばを超えている。 

 
残存歯数（性別・年代別） 

 

  
  

単位：％
サ
ン
プ
ル
数

24
本
未
満

24
本
以
上

無
回
答

平
均
（

本
）

2,272 21.0 66.5 12.5 24.78

男性全体 876 25.0 62.4 12.6 24.01

　19～29歳 111 1.8 74.8 23.4 28.98

　30～39歳 124 2.4 83.9 13.7 28.52

　40～49歳 106 15.1 72.6 12.3 26.73

　50～64歳 229 23.1 64.6 12.2 24.71

女性全体 1,379 18.2 69.5 12.3 25.35

　19～29歳 179 - 76.0 24.0 29.09

　30～39歳 209 1.0 80.9 18.2 28.56

　40～49歳 188 4.3 83.0 12.8 27.77

　50～64歳 358 16.8 76.0 7.3 26.10

全　体

性
・
年
代
別

単位：％

サ
ン
プ
ル
数

20
本
未
満

20
本
以
上

無
回
答

平
均
（

本
）

2,272 13.4 74.1 12.5 24.78

男性計 876 16.6 70.9 12.6 24.01

　65～74歳 202 31.2 62.4 6.4 20.59

　75歳以上 102 42.2 45.1 12.7 16.92

女性計 1,379 11.1 76.6 12.3 25.35

　65～74歳 260 18.8 73.8 7.3 23.02

　75歳以上 184 40.8 49.5 9.8 18.49

全　体

性
・
年
代
別
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60 歳で残存歯が 24 本以上ある人は、7 割半ば、80 歳で残存歯が 20 本以上ある人は、6 割前半

いる。 

 
60 歳の残存歯数 

 
 

80 歳の残存歯数 
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（９）社会参加・生きがい 

①地域との交流を楽しんでいるか 

「楽しんでいる」+「どちらかといえば、楽しんでいる」者は、「どちらかといえば、楽しんでいない」+

「楽しんでいない」者を大きく下回るが、楽しんでいる者は 75 歳以上では男女ともに 3 割を超えてい

る。 
 

地域との交流を楽しんでいるか（性別・年代別） 
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②新型コロナウイルス感染症の影響 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響について、「人との交流・社会参加の機会が減った」は男女と

もに 5 割を超えている。 

健康管理（健（検）診受診）、栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころ、喫煙、飲酒等の生活習慣

に幅広く影響が及んでいる。 
 

新型コロナウイルス感染症の影響（複数回答） 

 
 


